
【取組内容】 校務DX 生徒・保護者・教職員の情報共有や連絡をデジタル化

千葉県立東葛飾中学校

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

【目的】

すべての教育活動の情報をMicrosoft365のTeamsで仕組み化し、生徒・保護者・教職員の三者間の情報共有を効率化する。

【成果】

本校では文化祭や合唱祭、研究発表会など中高合同で取り組む行事が多い。生徒も教職員も中高連携が求められる中で、生徒

が主体的に周囲の人と関わり、同じ時間や場所を共有せずにいつでもどこでもスムーズに連絡しあえる・活動しあえる環境を

構築するために、Teamsを利用した情報共有化を目指した。その結果、一人ひとりの空き時間に効率よく活動できる仕組みが

実現できた。生徒同士、教職員同士、生徒と教員間の連絡が密に且つ容易に取ることができ、クラウド上でファイルを共有す

ることで共同作業の効率が格段に上がった。生徒が主体的に企画・運営する学校行事も増えている。学校生活での規律やルー

ルを生徒たち自身が決めていくということも含め、「生徒たちが主体となって創り上げていく学校」に近づけるきっかけと

なった。また、生徒及び教員の情報活用能力や情報モラルの向上が見られた。

Microsoft Teams

《Teamsでの活用事例》
・生徒、教員間の連絡（チャット）
・共同作業（ファイル共有）
・提出物や課題管理
・情報収集（活動募集、アンケート収集）
・会議（リモート、ファイル共有）

・学校全体 ・中学校 ・高等学校 ・学年、クラス単位
・授業 ・各学校行事 ・委員会 ・部活動やクラブ活動
・長期休業中の講習 ・リベラルアーツ講座 等

・全体 ・中学校 ・高等学校 ・学年単位
・PTA ・各学校行事 ・欠席遅刻連絡
・リベラルアーツ講座 等

・全体 ・中学校 ・高等学校 ・管理職からの連絡
・事務からの連絡 ・各分掌 ・各教科 等

＆生徒

＆保護者

＆教職員

《目的》
・生徒間の情報共有の促進
・円滑な授業の連絡や資料共有
・ペーパーレス化
・アンケート回答の効率化

※オフィスアワー外（時間外19時以降や休日）でのTeamsの使用は生徒及び教職員ともに控えるように共通
理解している。ただし、休日での部活動やクラブ活動、講座などは除く。
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